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１．はじめに

風蝕は，土の表面の粒子が風の力によって

移動することから始まる．土粒子の移動に

は，粒子の大きさ，水分が関与するため，複

雑な挙動を示す．風蝕は，農地の肥沃度低下

のみならず，農地と住宅が混在する地域で

は，風塵被害を与える．水田の畑地への転用

が行われる場合においては，農地保全を考え

る上で風蝕への対策求められるようなる．し

かしながら我が国おける風蝕に関する知見は

十分でない．そこで，本研究では，真砂土に

様々な粒径の材料を混入し，さらに土壌水分

を制御した条件で風蝕試験を行った．  
 

．実験材料および風蝕試験の方法

実験資材は，真砂土（四国真砂），上水ス

ラッジ，廃瓦，竹チップ，石膏ボード廃材を

用いた．これら資材を真砂土に混入し，十分

に撹拌して 8 種類の実験材料を作製した

（Table 1）．材料は，ふるい分けにより粒度

分布を求めた（Fig. 1）.風蝕試験は，材料の

水ポテンシャルを -0.1MPa に調整し，

100cc サンプラーに両面圧縮による充填して試 
 

表 1 充填供試体の間隙率 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1 風蝕試験試料の粒径加積曲線 

 
料土壌とした． 試料は，さらに，加水，乾燥さ

せ，土壌の水ポテンシャルを-0.005，-0.03，-0.1，
-0.3，-1.5MPa に調整し風蝕実験に用いた．風

蝕試験は，試料表面における風速を 10m/s とし，

300 秒の間，風に曝すこととした．このことか

ら，試料は，風の影響を受け，粒子が飛散すす

るとともに，水が蒸発する．そのため，風蝕量

は，蒸発した試料の水を考慮し，粒子の飛散量

を求めた． 
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真砂土 上水スラッジ 廃瓦 竹チップ 石膏ボード廃材 混入資材

0.075～2mm 5mm以下 2～5mm 10mm以下 0.075～2mm 粒径

A 100 - - - -
B 70 30 - - -
C 70 15 15 - -
D 70 10 10 10 -
E 73 9 9 9 -
F 70 10 - 10 10
G 80 - - 10 10
H - 10 80 5 5

数字は資材の混入割合(vol.%)

試料
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．結果および考察

粒径分布が侵蝕に与える影響 
実験に用いた試料土壌の粒度分布は，G の

竹チップ，石膏ボード廃材を混入した場合に

比較的大きな粒子が含まれる割合が高いもの

の，そのほかは，大きな違いはみられなかっ

た（Fig. 1）．そこで，土壌の水ポテンシャル

が-0.1 MPa のときの風蝕量をみてみると，

比較的粒径分布が揃っている G の侵蝕量が少

ない（Fig. 2）．しかし，均等係数が 5 から 8
程度の間の侵蝕量は，ばらつく．このことか

ら，大きな粒径を含む試料土壌では風蝕が少

なくなるが，粒径のみで風蝕を評価すること

は困難である． 
 

土壌の水ポテンシャルが風蝕に与える影響 
本試験では，土壌の水ポテンシャルを制御し

て，風蝕量を計測した．その結果を に

示す．土壌の水ポテンシャルが高い領域では，

それぞれの実試料土壌の風蝕量が少ない傾向

にあった．しかし，土壌の水ポテンシャルが

-0.1MPa になると，真砂土（A），上水スラッ

ジ，竹チップ，を含む試料土壌（D,H）の風蝕

量が大きくなった．これは，比較的粒子密度が

小さい材料の混入と乾燥の影響が生じたと考

えあれる．土壌の水分は，粒子と粒子の間を接

着する効果が期待され，土壌の水ポテンシャル

が高い領域では耐風蝕性が高いと考えられる．

しかし，乾燥により粒子間の接着効果が少なく

なると風蝕進行する．しかし，土壌の水ポテン

シャルが，-1.5Mpa になると風蝕量は，低下し

始める．これは，乾燥により，試料土壌の収縮

が，影響し，粒子間の結合が強固になったと考

えられる． 
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Fig. 2 試料土壌の水ポテンシャルが-0.1MPa のと

きの試料の均等係数と風蝕量の関係 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3 試料土壌の水ポテンシャルが-0.1MPa のと

きの試料の均等係数と風蝕量の関係 
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